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世界初のマルチモードFIDの特徴

Hy/Ox、Hy/Airモードでガス種を削減

FID-U(2.0)は、検出器ガスを柔軟に選択できるHy/Ox、Hy/Airモード、島津独自のJetanizer, Polyarcモードを搭載した世界初の
マルチモードFID（MMF）※です。さらに、従来のFIDから大幅な設計変更を行うことで、基本性能とメンテナンス性が向上しました。
※ Hy/Ox, Jetanizer, Polyarcモードはオプションです。

ボンベレスシステム運用の実現
従来はメイクアップガスとしてHeかN2のどちらかを使用するため、FID用のガスは最低3種類必要でした （He or N2、 H2、 Air）。

新型FIDは新しいメイクアップガス種としてO2とAirに対応し、ボンベレス運用(※1)を実現しました。 ※1  H2キャリアの場合

Hy/Airモードについては既設のユーティリティを有効活用し、単にメイクアップガスをAirにまとめてランニングコストを低減する
運用も可能です。メイクアップガス種がHeの場合、使用量削減にも効果的です。

ボンベレスHy/Oxモード（※3）

GC-2060 GC-2030

最小検出量（MDQ）
1.0 pgC/s

※ 世界最高クラスの感度
1.2 pgC/s

ノズル材質
金属一体型

※ 堅牢性向上
金属と石英

メイクアップガス種類
He/N2/Air/O2

※ ボンベレス運用可能
He/N2

スペック ※2
通常
モード

Hy/Air
モード 

Hy/Ox
モード

最小検出量
（pgC/s) 1.0 1.5 3.0

※2 最小検出量はユーティリティ環境に依存します。
※2 シリカゲルを使用し、ガスの水分を除去して下さい。
※3 水素酸素発生器は1台のGCにのみ接続可能です。
※3 Hy/Oxモードから他のモードに切り替える際は島津
サービスエンジニアによる作業が必要です。

FID-U (2.0)

Nexis GC-2060 新型FID検出器のご紹介

通常モード（ボンベを使用）

コンプレッサAir
（+AGE-1000）

コンプレッサAir
（+AGE-1000）

水素酸素発生器

ボンベレスHy/Airモード

水素
発生器

ガスボンベ
（2種類以上）
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Polyarc外観

高い堅牢性とメンテナンス性の向上

マイクロリアクターによる分析の効率化
Jetanizerモード/Polyarcモードでは、従来のFIDでは感度がなかった、または感度が低かった化合物の応答性を向上します。
設置面積はそのままで、システム価値を向上させます。

Jetanizerモード （CO / CO2検出モード）
✓ CO/CO2をメタン化し検出可能とするモード
✓ FIDノズルを交換するだけでモード切り替え可

Polyarcモード （ワンキャリブレーションモード）
✓ 化合物間のレスポンス差を均一化するモード
✓ 有機化合物およびCO/CO2をメタン化して検出
✓ 化合物毎の標準試料の準備不要

メンテナンスヘルプでは写真付きの
点検手順や動画を公開しています。

メンテナンスヘルプの
QRコード

新型ノズル/コレクタは
溶媒での丸洗い
超音波洗浄も可能
※ 従来品は不可

金属一体型ノズル

分解可能なコレクタ

新型FIDでは金属一体型ノズルを採用し、さらにコレクタもシンプルな構造となったためユーザーにて分解・洗浄が可能です。
さらにメンテナンスヘルプでは手順について詳しく説明しており、誰でも確実なGCメンテナンスを行うことが可能です。

Jetanizer、Polyarcモードで分析業務を効率化

通常のFID （CO、CO2は感度なし）

新型ノズル

新型コレクタ

触媒

Jetanizer外観 Polyarc外観

従来ノズル

従来コレクタ


	スライド 1: Nexis GC-2060 新型FID検出器のご紹介
	スライド 2

